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diakinesis期と思われる時期では 20個余りの染色体を観察したが染色

体間には染色糸が連続していた (Fig.6~ 中期では明瞭に 22 個の染色体を算

えることができた (Fig.7，8)0 この数は前述の日本産5種のうち，マコ yプ，

ミツイ νコシプ，ワカメ及びチガイソの第1回核分裂中期で観察された染色

体数と一致する。中期側面観 (Fig.9)では極に中心体らしい小体が稀に認め

られた。後期に両極に移動する染色体群の聞には紡錘体らしいものが観察さ

れた。続いて 4回の核分裂が繰返されるが (Fig.10-16)， 第4回目の終り頃

から遊走子の頂端にうすくそまる皮膜が生じてくる。かくして 1個の遊走子

襲内に 32個の遊走子が形成されるのを見た。

Summary 

Observations on the nuclear division in the zoosporangium of Laminaria 
diabolica MIYABE from Akk鍋 ihi，Hokkaido， are described in this paper. Tw回-
ty-two chromo鈎Imeswere counted in the metaphase of the first nuclear di-
vision of the sporangium. As a rωul色 ofnuclear divisions repeated five 
times， 32 zoωporωare produced in銅山 sporangium.
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マリモ強固上に見られる珪藻

阪井与志雄恭

Y. SAKAI: Epiphy色icor benthophytic diatoms found on 
Aegagropila sauteri (NE田)KUTZING 

阿寒湖の特別天然記念物マ 3モは近年その本来の美しい緑色が失われて

赤変し，地元の人々の聞にはマ 9モが滅びるのではないかとの心配が起って

来た。そこで北大理学部山田幸男教授は 1957年(昭和32年)7月8-9日現

普北大理学部植物学教室
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阪弁""リモ毛主図上1己見られる珪藻 61 

地』ζ赴き種々その調査に当り ，マリモ赤変の大きな原因のーは珪藻の附着に

ある事を確め，之を研究室lζ持ち帰り著者が種の同定を行った。

阿寒湖の珪諜類は今ま でプランク トシとしてのみ平野(1956)，黒萩等(19

57)によって研究され約50種が報告されている。マリモは水深 5m位までの

処lζ多く見られるので珪藻プラジクトンも その表面K沈下附着する。然し，

マリモlζ最も重大な影響を与えるものは底棲性及び附着性の珪蕊であり，そ

れ等珪藻についての研究は殆んどなされていない。日佐，1941年(昭和 16年)

室伏は，その約 4年前から水道水で硝子器中K培養されていたマリモ [ζ着生

した珪藻がマリモの生育を阻げる程繁殖したので之を調査し「まりもニ着生

セノレ珪藻」 として発表し 32の種及び変種等を明らかにした。然 し，氏は「必

ズνモ原産地ニ於ケ ノレ如キ自然ノ盤ノモノト同一ノ結果デナイ事ハ云フ迄モ

ナイ コト デアノレガ 一一」と記しているが多分!ζ人為的要素の入っている事は

否めないと思われる。

現在，阿寒湖lζ於いてマリモが自然lζ生育しているのはキネタシベ及び

チク ノレイの 2カ所で，その底質は砂泥

であり，キネタシべでは腐植質も多い。

キネタンべではキタヨ νが密な群落を

作り ，その間lζ水路の様ICキタヨ Vの

生えてない処がありそこに大きなマリ

モが見られ CladoPhorafracta KUTZ-

INGが生育し， ネムロコクホネが処々

に大きな群落を形成している。チヲノレ

イのマリモ生育地の約 2/3位はキタヨ

νが密な群落を形成しているがチフノレ

イ川lζ近い処lζはキタヨ νは見られな 宅

くなる。汀lζ近い浅い処にある小さな

マリモは激しい水の運動の為か多くは

美しい緑色を呈しているが，その他の

多くは泥状物を特にその上面[ζ被って

褐色をしている。之を水中で絞る様に

して洗うとマリモは緑色lとなるが，こ

の泥状物の大部分は珪藻であり，砂泥

，・

"、命、，
恥， 

> ， 

写真 1 ""リモ糸、i犬体lt:sfHfせる務類

グリセリ J ・プ レパラート ;

Epithemiα，Gυ1?'I.phonemα，及び
Oedogcn仰悦が見られる。 x55
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62 務類第6巻第2号昭和 33年 9月

を形成する粒子及び腐植質も多

く見られる。マリモ糸状休をグ

リセリシ ・プレパラ ート にして

みると写真 1!ζ示す様!LEpi-

lhemiaがその腹縁で附着して

いるのが聞をひき，柄をもって

附着している GomPhonemaが

見られサヤミドロ Oedogonium

等の附着しているのが見られる。

然し，マリモ糸状体の生長点附

近(頂端)は珪藻等が附着せず露

出している。更に附着ー珪藻を舵

かめる為マリモ糸状体をカパー

.グラス上で燃焼してそのも告ノ、

イラ yクスで封じて検鏡したが

(写真II)，AmPhora， Achnanthes， 

Cocconeis，及び Rhoicosρhenia

等の附悲 しているのが矢口られた。

FOGED (1954)はブイシラ

写真Il マリモ糸状体K附着せる珪務

焼いてハイラ・クスで封じたもの ;

Nαvic~tlα ， E1抵抗e刊~iα， Hhoicosphen'ia， 
Achηα押the.s，Frαgilαγ仰 が見られる。

x280 

シドの湖水産の珪藻を水素イオン濃度，塩分濃度及び水の運動の 3点から特

徴づけ之を表Iとしている。氏が性質を与えた種は著者の同定した阿寒湖の

もの 58の中lζ 30数種見られた。 その 30数種は氏!こよればすべて淡水産の

ものである。又，止水及び流水K産する不定性と呼ばれるもの 23，好J17.K性

のもの 7，止水性のもの 3，好流水性のもの 2，流水性のもの 1(Gomρh011e-

maρorvulum v. mic1'olうum)となっている。 更に，水芽;イオン濃度では pH

7附近の中性を好む不定性のもの 10， pH7又はそれ以上を好む好アノレカリ

性のもの 19，アノレカリ 性の水にだけ出現するもの 3が見られ，酸性を好むも

のは見られなかった。然し，氏の表にないものは如何なるi注目を持っている

かは不明である。

著者が同定し得たのは 26属 55種 3変種で，他lζ 1米同定程がある。その

中平型f及び黒萩等が報告したもの 14種，室伏が報告したもの 9種を含んでい

る。文キネタンベとチヲノレイの地域の差は珪藻の上からは見られなかった。マ
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2 

3 

4 5 

S 
Fig. 1-10. 1. Achnanthes lanceolatαv. a.戸culatα?
2. Fragi1αγfαpαrasitica v. subconstric句 3.D似tomα
vulgαre v. ehr側 bergii 4. EpiJ，hemiαsp. 5. Pinnu-
tαriαmesoleptα 6. Go骨tphonemαsph即 rophorum
7. G.αuguγ 8. Piη犯ul，αriamα'10γv. lacuntris 
9. Diplone.is parmα 10. D. 仰 αlis 1-7， 9--10・・・
x 1130， 8... X 730 
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雌 藻類第6巻第2号 昭 和33年 9月

3モ糸状体lと着生していたものは Epithemiaが最も多く，外lζ Fr勾 ilaria，

Achnanthes， Cocconeis， Rhoicos，ρhenia，Gom，ρhonema， Nitzschia， A~ρhora， 

Naviculaの諸属が見られる。

次lζHストを掲げるがその配列は ENGLER'SSYLLABUS der PFLANZENF. 

(1954) 12版によったが属・種は ABC順にした。 9スト中日本新産らしい

もの及び多少疑問のあるものには図を附l"記載及びノートを附したものも

ある。尚各種名等の後のカッコ内のものは FOGEDIζ よって与えられた pH

及び水流lと対する適応性である。

本研究lとはライツ対物鏡100倍ー開口数1.30を用いた。

本研究の資料と機会を与えられ，終始御懇篤な御指導を賜った山田幸男

教授に心から感謝申上げる。尚プνパラートを作製した当教室の川村京子嬢

に感謝する。

Subclass Centric伺 e

Ord. Discales 

Fam. Coscinodiscaceae 

1. Melosira itα陥 α(EHR.)KG. 

2. M.世俳句間 C.AG. 

3. CoscinodiBcus lacUSt1吻 GRUN.

Subclass Pennatae 

Ord. Araphidales 

Fam. Fragilariaceae 

4. Asterω陶 Uα for?nosaHA.部品

(好アルカリ，不定)

(不定，不定)

5. Diatomα叩 19arev. ehr，側 bergii低，G.)GRUN. Fig.3 

6. Frαがlarialeμost側 ro旬(EHR.) HUST. (? ，好止水)

7. F. paγα“tica v. subconstricta GRUN. Fig. 2 

MElSTER， S. 67; SCHONFELDT， S. 36の記載より大形。

8. F. 11iresce糊 RALFS 不定，不定)

9. Mer必:ioncirculare v. co畑 tricta(R必.FS)V. HEURCK 

HUSTEDT によれば好流水位。

10. Synedra capitata EHR. 
11. S. ul叩 (NITZ.)EHR. 好アルカり，不定)

12. 1¥ゆeU，αriafenωtrata (LYNGB.) KG. 

Ord. Monoraphidales 

Fam. Achnanthaceae 

13. Achnαnthes clevei GRUN. 

- 20ー
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阪弁: マリモ逮図上iこ見られる珪藻 儲

14. A. lanceolatαv. apiculat<αPAτまICK? Fig.1 

殻面は楕円形， 両端rc.近く梢膨れる.25μ長く.12μ広し;様条線やや放射状，

10μIr.U-12本。背線のある商が観察出来ず PATRICKの云う背線のある商の積

条線:ま他の面のそれより強〈放射状をなすと云う点は不明.

15. Coccoπei8 placentula (EHR.) HUST. 好アルカリ，不定}

16. Rhoicosphenia cu仰 atα(KG.)GRUN. 好アルカリ，不定}

Ord. Biraphidal倒

Fam. Naviculaceae 

17. Cal側 ei8schumαniana v. biconstricta GRUN. 

18. Diplonei8 fi'開 iea(EHR.) CLEVE HUST.， 1932， S. 669に止水位とある。

19. D. ovalis (HI臼 E)CLEVE Fig. 10 

HUST.， 1930， S. 249， Fig. 390 !己よれば中央空所は非常に大きく，横の肋状線i立明

らかに点状であるが，同 1932，S. 361. Fig. 1065 a-eでは中心域は 1930年の図ほ

ど広くなく，特Ir.b図は狭い。叉全形も 1930年の var.oblonga に似て長い。但

し，体のあらゆる寸法は両年のものとも同じ。

20. D. parma CLEVE Fig.9 

HUST.， 1932， S. 674に北方高山性らしいとゐる。

21. Fト畑t悌liarhomboides (EHR.) DE-TONI 

22. Navicula bacillum EHR. (好アルカり，不定)

23.民 cuspi伽 tav. am抑制 (EHR.)CLEVE 

24. N. radiosa KG. (不定，不定)

25. N. reinhardtii GRUN. (アルカリ.不定)

26. Neidium iridiB v. nipponicnm SKV. 

27. N. productum (W. SMITH) CLEVE 

28. P~伽nulariαg劫加 v. mesogo旬gyla(EHR.) HUST. 

却 P.major v. lac聞かiBMEISTER Fig.8 

穀面線状，中央i乙於いて軽〈膨れ，極iま鈍円， 213μ長<.30μ広し;中軸空所線

状，末端せiままり，中央部稿拡がる;横条線梢放射状， 10μ に6-7本;縦走する

線が 1側Ir.2本ある。

30. P. major v. li，憎 ariBCLEVE 

31. P. mesole'J蜘 (EHR.)SMITH 不定，不定)Fig.5 

HUSTEDTの図ir.よれば背線は中央で曲った方向と反対方向に極に於いて半弓状

，t:.曲っており， 著者の見たのとは反対である。然し， MEISTER. S. 162の図では

著者と同じ。

32. P.世iridiB(NITZ.) EHR. 不定，不定)

33. Amphora ovalis KG. 

34. Cymbera affinis KG. 

Fam. Cymbraceae 

- 21ー

{好アルカり，不定)

{アルカリ，不定}



66 藻類第6巻第2号 昭 和33年9月

35. C. ehrenbergii KG. 

36. C. cistula (HEMP.l GRUN. 

37. C. tumida (BREB.) V. HEURCK 

38. C.官側trico8aKG. 

{好アルカム止水)

(好アルカり，好止水)

(アルカり，不定)

(不定，好流水)

(不定，好止水)39. Gomphonemaωum伽atumv. coro仰 tum(EHR.) SMITH 

40. G.αugur EHR. 

41. G. augur v. gautieri V. HEURCK 

42. G. co畑 trictumEHR. 

43. G. co畑 trictumv. cap伽 tumIEHR.) CLEVE 

44. G. gracue EHR. 

45. G. li:η伊tratumv. 8t匂matumMUROBUSE 

46. G. pa問旬lumv.悦 Iwropum(KG.) CLEVE 

47. G. 8phaer叩h俳 句協 EHR.

Fam. Epithemiaceae 

Fig.7 

(好アルカり，不定)

(不定，不定)

(不定，好止水)

(不定，流水)

Fig.6 

48. E加ithemia8orea: KG. 好ア Jレカり，好止水)

KUTZING， p. 11r. Ad Cladophoras in Germania et Asia minori.とある。

49. E. tur，併da侶HR.lKG. 好アルカリ，好止水)

50. E. zebra v. 8仰 onica(KG.) GRUN. 好アルカリ，止水1
51. Epithemia sp. Fig.4 

殻函小舟状，腹縁軽〈喜善入，背縁聖書出するが中央部で逆方向Ir.轡入し鐙れる， 60-

65μ長く， 10μ広し;背線は腹縁より多少離れ，中央部で「く」字状i己広さの 1/2

の処まで曲る;肋状線は 10μIr.4-5本，網目機構造ば 10μ に 12本位。

E. turgi・dal己似ているが背縁が轡入して纏れている点で異なる。 2個体。

-52. Rhopalodia g必ba(EHR.) O. MULLER 好アルカリ，不定)

Fam. Nitzschiaceae 

-53. Bacul，俳句 parado:caGMELlN 

54. Hantzsck仰 amph伽岬8IEHR.) GRUN . 

.55. Nitz8Chia dentecula GRUN. 

Fam. Surirellaceae 

.56. Cymαtopleura eUiptica (BREB.) W. SMITH 

57. C. 801ea侶REB.)W. SMITH 

58. Surt''rell，αco叩strictaEHR. 

-59. S. elegα畑 EHR.

Summary 

(好アルカ1)，不定)

(?，不定)

(好アルカリ，不定)

(好コ的レカり，不定)

1n July， 1957， Prof. Y. YAMADA had an opportunity to visit Lake Akan for 
the examination of the discoloration of Aegagropua 8auteri (NEES) KUTZING 
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阪弁: マリモ強団上Ir.見られる珪藻 67 

which is a special natural monument. 司1ediscolored lake balls are brown 
and do not po鎚essthe beautiful green color of the normal balls. One of the 
ca田 esof it se凹 sωhimthe multiplication of epiphytic or benthophytic 
dia句ms.The pr凶 entpaper shows a systematic list of 55 species and 3 varieti倒

。fthese dia句Ims.
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学会鋒事

役員移動

今般，本会庶藤幹事.川嶋昭ご民移動にともない，昭和33年8月1日附をもって

辻寧悶民が庶務幹事を委嘱された。
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